
　
式
典
で
田
口
知
明
市
長
は
「
昨
年
８

月
の
豪
雨
災
害
で
は
、
桧
木
内
川
の
氾

濫
に
よ
り
、
上
桧
木
内
地
区
へ
警
戒
レ

ベ
ル
５
の
緊
急
安
全
確
保
を
発
令
す
る

事
態
と
な
り
ま
し
た
。
人
的
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、床
上
浸
水
17
棟
、

床
下
浸
水
19
棟
、農
地
や
農
業
用
施
設
、

農
作
物
な
ど
、
約
23
億
５
０
０
０
万
円

に
及
ぶ
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
住

民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し

た
。国
や
県
、近
隣
市
町
村
、関
係
団
体
、

企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
か
ら

多
く
の
ご
支
援
と
義
援
金
を
い
た
だ

き
、改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

消
防
団
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
危
険
が
伴

う
中
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
被
害
拡
大
防

止
活
動
な
ど
、
献
身
的
な
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
は
、
現
在
も
日
常

を
取
り
戻
す
た
め
前
を
向
い
て
歩
ま
れ

て
お
り
、
市
と
し
て
も
一
丸
と
な
っ
て

復
興
の
道
を
と
も
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
は
市
内
で
11
件
の
火

災
が
発
生
し
ま
し
た
。
地
震
や
台
風
、

線
状
降
水
帯
に
よ
る
大
雨
な
ど
自
然
災

害
が
常
態
化
す
る
中
、
地
域
に
根
差
し

た
消
防
団
の
存
在
は
、
今
後
ま
す
ま
す

重
要
と
な
り
ま
す
。
市
で
は
引
き
続
き

装
備
の
充
実
な
ど
支
援
を
進
め
、
消
防

団
の
活
動
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
ま
い

り
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
下
田
忠
浩
仙
北
市
消
防
団
長
は
「
自

分
た
ち
の
街
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い

う
決
意
の
も
と
、
生
業
の
繁
忙
の
中
に

あ
っ
て
も
消
防
業
務
に
精
進
さ
れ
て
い

る
団
員
の
皆
さ
ま
に
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、
住
家
火
災
に
よ

り
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
痛
ま
し
い
出
来

事
も
あ
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
日
頃
か

ら
火
災
に
備
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
胸

に
刻
む
1
年
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

8
月
の
豪
雨
災
害
で
は
、
消
防
団
が
関

係
機
関
と
連
携
し
、
避
難
支
援
や
安
否

確
認
な
ど
に
尽
力
さ
れ
、
地
域
防
災
力

の
真
価
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
消

防
力
の
さ
ら
な
る
強
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
」
と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
こ
の
ほ
か
、
永
年
勤
続
者

の
表
彰
や
消
防
功
労
者
へ
の
感
謝
状
贈

呈
、
令
和
7
年
中
に
入
団
し
た
新
入
団

員
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　1 月 10 日、仙北市消防出初式が
仙北市民会館で開催され、団員や関
係者などおよそ 240 人が参加しま
した。
　式典に先立ち、市民会館前の駐車
場で観閲式が行われたほか、団員
210 人が力強く分列行進しました。

〈秋
田
県
知
事
表
彰
〉

〈秋
田
県
知
事
表
彰
〉

【
有
功
章
】

　

�

▼
浦
山
力
（
第
1
分
団
） 

▼
齋
藤
隆
志

（
第
5
分
団
） 

▼
山
本
茂
（
第
7
分
団
）

▼
菅
原
宗
弘
（
第
1
分
団
） 

▼
草
彅
民

夫
（
第
7
分
団
） 

【
永
年
勤
続
功
労
章
（
40
年
以
上
勤
続
）】

　

�

▼
藺
藤
博
行
（
第
5
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
勤
続
）】

　

�

▼
中
村
和
好
（
第
6
分
団
） 

▼
新
山
博

毅
（
第
7
分
団
） 

▼
佐
藤
一
美
（
第
5

分
団
） 

▼
仙
波
覚
（
第
10
分
団
） 

▼
村

上
正
樹（
第
6
分
団
） 

▼
田
口
和
美（
第

3
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
勤
続
）】

　

�

▼
丑
澤
司
（
第
2
分
団
） 

▼
池
田
茂
男

（
第
2
分
団
） 

▼
草
彅
賢
一
（
第
3
分

団
） 

▼
柴
田
尚
紀
（
第
1
分
団
） 

▼
髙

橋
敦
（
第
4
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
勤
続
）】

　

�

▼
佐
藤
晶
久
（
第
6
分
団
） 

▼
千
葉
祐

介
（
第
1
分
団
） 

▼
三
浦
茂
樹
（
第
3

分
団
） 

▼
齋
藤
博
栄
（
第
5
分
団
） 

▼

草
彅
隆
幸
（
第
8
分
団
） 

▼
佐
藤
直
也

（
第
8
分
団
） 

▼
加
羽
博
（
第
8
分
団
） 

▼
藤
井
満
晴
（
第
4
分
団
） 

▼
黒
山
忍

（
第
9
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
勤
続
）】

　

�

▼
千
葉
稔
（
第
1
分
団
） 

▼
佐
藤
登
士

行
（
第
5
分
団
） 

▼
髙
村
徳
和
（
第
8

分
団
） 

▼
羽
根
川
裕
太
（
第
1
分
団
） 

▼
太
田
智
和
（
第
3
分
団
） 

▼
浅
利
日

出
男
（
第
6
分
団
）
▼
千
葉
信
宏
（
第

8
分
団
）

〈仙
北
市
長
表
彰
〉

〈仙
北
市
長
表
彰
〉

【
永
年
勤
続
特
別
功
労
章
（
41
年
以
上
勤

務
）】

�　

�

▼
佐
藤
大
（
団
本
部
） 

▼
辻󠄀
広
勝
（
第

9
分
団
）

【
功
労
章

（
26
年
以
上
勤
務
で
階
級
が
班
長
以
上
）】

　

�

▼
大
石
望
（
第
4
分
団
） 

▼
水
平
幹
人

（
第
10
分
団
） 

▼
糸
井
直
紹
（
第
10
分

団
） 

▼
藤
村
隆
幸
（
第
4
分
団
） 

▼
佐

藤
正
輝
（
第
5
分
団
） 

▼
藤
川
信
喜

（
第
10
分
団
） 

▼
戸
澤
敏
之
（
第
10
分

団
）

【
功
績
章
（
15
年
以
上
勤
務
）】

　

�

▼
小
西
亮
太
（
第
2
分
団
） 

▼
田
口
祐

司
（
第
2
分
団
）
▼
田
口
哲
也
（
第

2
分
団
） 

▼
小
西
晃
裕
（
第
2
分
団
） 

▼
古
郡
巧
（
第
2
分
団
） 

▼
小
玉
広
美

（
第
10
分
団
） 

▼
福
岡
梨
佳
（
団
本
部
） 

▼
中
野
美
喜
（
団
本
部
） 

▼
辻󠄀
薫
（
団

本
部
） 

▼
菊
池
芳
明
（
第
2
分
団
） 

▼

門
脇
博
英
（
第
6
分
団
） 

▼
辻󠄀
渉
（
第

9
分
団
） ▼
小
木
田
広
樹（
第
9
分
団
） 

▼
藤
原
里
史
（
第
9
分
団
） 

▼
仙
波
賢

司
（
第
10
分
団
） 

▼
大
澤
栄
太
郎
（
第

10
分
団
）

【
無
火
災
分
団
】 

　

�

▼
第
2
分
団
（
3
年
間
無
火
災
） 

▼

第
3
分
団
（
1
年
間
無
火
災
） 

▼
第

8
分
団
（
1
年
間
無
火
災
）

【
優
良
分
団
】

　

�

▼
第
4
分
団
（
大
仙
仙
北
美
郷
支
部

消
防
訓
練
大
会 

規
律
訓
練
の
部 

第
1

位
・
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

第
3
位
） 

▼
第
8
分
団
（
大
仙
仙
北
美
郷
支
部

消
防
訓
練
大
会 

規
律
訓
練
の
部 

第
2

位
） 

▼
第
5
分
団
（
大
仙
仙
北
美
郷

支
部
消
防
訓
練
大
会 

規
律
訓
練
の
部 

第
3
位
）

【
感
謝
状
】

　

�

▼
前
副
団
長 

戸
村
純
厚 

▼
前
分
団
長 

小
西
芳
雄 

▼
前
分
団
長 

佐
藤
豊
紀 

〈秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
〉

〈秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
〉

【
勤
続
章
（
10
年
以
上
勤
続
）】

　

�

▼
川
越
祥
太
（
第
1
分
団
） 

▼
髙
橋
佐

門
（
第
3
分
団
） 

▼
田
中
薫
（
第
3
分

団
） 

▼
阿
部
大
地
（
第
6
分
団
） 

▼
門

脇
良
太（
第
6
分
団
） ▼
阿
部
峻
之（
第

6
分
団
） 

▼
佐
藤
信
一
（
第
7
分
団
） 

▼
髙
橋
清
郁
（
第
8
分
団
） 

▼
鈴
木
清

人
（
第
9
分
団
） 

▼
青
柳
光
範
（
第
9

分
団
） ▼
石
郷
岡
敏
行
（
第
9
分
団
）

〈秋
田
県
消
防
協
会

〈秋
田
県
消
防
協
会

大
仙
仙
北
美
郷
支
部
長
表
彰
〉

大
仙
仙
北
美
郷
支
部
長
表
彰
〉

【
精
勤
章
（
７
年
以
上
勤
続
）】

　

�

▼
藤
川
啓
吾
（
第
4
分
団
） 

▼
羽
川
翔

斗
（
第
1
分
団
） 

▼
浦
山
友
太
（
第
3

分
団
） 

▼
田
口
幸
栄
（
第
3
分
団
） 

▼

高
橋
吉
一
（
第
3
分
団
） 

▼
佐
藤
春
美

（
第
3
分
団
） 

▼
佐
藤
善
祐
（
第
3
分

団
） 

▼
今
野
爽
馬
（
第
4
分
団
） 

▼
高

橋
凌
（
第
4
分
団
） 

▼
関
谷
政
幸
（
第

6
分
団
） 

▼
草
薙
明
（
第
8
分
団
） 

▼

草
薙
紀
聡
（
第
8
分
団
） 

▼
相
馬
健

（
第
8
分
団
） 

▼
佐
々
木
貴
也
（
第
8

分
団
） 

▼
鈴
木
大
祐
（
第
9
分
団
） 

▼

鈴
木
達
也
（
第
9
分
団
）

〈仙
北
市
消
防
団
長
表
彰
〉

〈仙
北
市
消
防
団
長
表
彰
〉

表
彰
受
章
者

表
彰
受
章
者
（
敬
称
略
／
所
属
）

（
敬
称
略
／
所
属
）

【
精
績
章
（
３
年
以
上
勤
続
）】

　

�

▼
田
中
和
昭
（
第
4
分
団
） 

▼
布
谷

優
綺
（
第
6
分
団
） 
▼
髙
橋
達
也
（
第

9
分
団
） 

▼
鈴
木
優
希
（
第
9
分
団
） 

▼
仙
波
紘
幸
（
第
10
分
団
） 
▼
藤
枝
諒

平
（
第
10
分
団
）

【
優
良
団
員
】

　

�

▼
大
石
望
（
第
4
分
団
）（
大
仙
仙
北

美
郷
支
部
消
防
訓
練
大
会 

規
律
訓
練

の
部 

指
揮
者
） 

▼
藤
川
啓
吾
（
第
4

分
団
）（
大
仙
仙
北
美
郷
支
部
消
防
訓

練
大
会 

小
型
ポ
ン
プ
の
部 

指
揮
者
） 

▼
藤
枝
諒
平
（
第
10
分
団
）（
大
仙
仙

北
美
郷
支
部
消
防
訓
練
大
会 

小
型
ポ

ン
プ
の
部 

2
番
員
）

仙
北
市

仙
北
市
消
防
出
初
式

消
防
出
初
式

決
意
を
あ
ら
た
に

下田忠浩消防団長の訓示。 式典では各章の表彰が行われました。
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～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

各分野で活躍された皆さまをご紹介します

▶優勝 横手リトルシニア 草彅連之介（生保内中 2 年）

　12 月 27 日から 31 日までの 5 日間、台湾（嘉義市・台中市）
で第 21 回日台会長盃国際野球大会が開催され、代表選手として横
手リトルシニア所属の草彅連之介さんが出場しました。
　最終戦では、打者として 3 安打、投手として 1 回無失点と大活躍。
投打二刀流としてチームを支え、チームの優勝に貢献しました。

第 21 回日台会長盃国際少年野球大会

第23回秋田県小学生インドアソフトテニス選手権大会

（敬称略）

▶男子一部ダブルスの部 第1位 武藤小太郎（神代小 6 年）
▶女子一部ダブルスの部 第1位 江橋楓（西明寺小 6 年）

　12 月 28 日、大館市で開催された第23回秋田県小学生インドアソ
フトテニス選手権大会で、仙北市ソフトテニスジュニアの 2 人が優
勝しました。
　優勝した 2 人のほか、男子一部ダブルスの部で高橋颯太（西明寺小
５年）・西宮隆生（同）ペア、江橋樹（西明寺小４年）がベスト 8 入りし、
5 人は、2 月 7 日に宮城県仙台市で開催される東北大会への切符を手
にしました。

写真左から武藤小太郎さん、江橋楓さん。

秋
田
ふ
く
し
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
12
月
9
日
、
障
が
い
者
の
生
涯
に
わ
た
る
学
び
を
支
援
す
る

活
動
を
行
う
個
人
ま
た
は
団
体
を
た
た
え
る
、令
和
7
年
度
「
障

害
者
の
生
涯
学
習
支
援
活
動
」
に
係
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰
に
、

社
会
福
祉
法
人
秋
田
ふ
く
し
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
法
人
が
運
営
す
る
指
定
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

「
愛
仙
」「
愛
仙
の
華
」で
は
、地
域
住
民
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト「
ド

リ
ー
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
ｄ
ａ
ｙ
へ
Ｇ
Ｏ
！
」
を
開
催
。
障
が
い
の

あ
る
方
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
住
民
に
必
要
と

さ
れ
る
地
域
に
根
ざ
し
た
交
流
活
動
イ
ベ
ン
ト「
せ
ん
ぼ
く
ハ
ー

ト
フ
ル
フ
ェ
ス
タ
」
に
取
り
組
み
、
と
も
に
学
び
、
生
き
る
価

値
を
広
め
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
財
団
法
人 

角
館
感
恩
講

「
子
ど
も
食
堂
（
食
彩
舞
桜
）」
へ

　
　
食
品
・
衛
生
用
品
な
ど
を
寄
贈

　
一
般
財
団
法
人
角
館
感
恩
講
で
は
令
和
7
年
度
子
育
て

支
援
事
業
と
し
て
、
子
ど
も
の
孤
食
の
解
消
、
居
場
所
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
「
こ
ど
も
食
堂
（
舞
桜
）」
へ
食
品
・

衛
生
用
品
な
ど
の
寄
贈
を
行
い
ま
し
た
。

　「
こ
ど
も
食
堂
」
は
毎
月
1
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
を
し
て

い
ま
す
。
参
加
し
た
こ
ど
も
た
ち
は
、
勉
強
だ
け
で
な
く
イ

ベ
ン
ト
（
ビ
ン
ゴ
大
会
、
餅
つ
き
な
ど
）
を
通
し
て
地
域
の

方
々
と
も
交
流
す
る
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
財
団
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
仙
北
市
の
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
へ
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
う
予
定
で
す
。

▶浅利幹雄

　11 月 21 日、明治記念館で開催された令和７年全国暴力追放運動中央大会
で、仙北地区暴力追放推進委員会の浅利幹雄さんが全国暴力追放功労者表彰

（銅賞）を受賞しました。
　浅利さんは、長年にわたり地域の安心で住みよいまちづくりのため、暴力
追放活動に尽力され、暴力団などによる犯罪防止に多大な貢献をされている
ことを称え、警察庁長官と全国暴力追放運動推進センター会長から表彰され
ました。

令和7年度全国暴力追放功労者表彰（銅章）

令和 7 年度援護事業功労者 厚生労働大臣表彰

▶戦没者遺族援護功労 武藤啓司

　12 月 1 日、仙北市遺族連合会会長の武藤啓司さんが令和 7 年
度援護事業功労者 厚生労働大臣表彰を受賞されました。
　この表彰は、戦没者遺族などへの支援に携わり、大きく貢献さ
れた方をたたえるものです。

写真左から田口市長、佐藤事務局長、小松管理者。
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仙
北
市
イ
ク
ボ
ス
セ
ミ
ナ
ー

　
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を
開
催
し
ま
し
た

　

12
月
23
日
、
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
で
仙
北
市
イ
ク
ボ
ス
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。			




 

　
仙
北
市
で
は
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
部
下
や
同
僚
な
ど
の
育

児
や
介
護
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に
配
慮
、
理

解
の
あ
る
上
司
「
イ
ク
ボ
ス
」
を
市
内
に
増
や
す
た
め
、
企

業
や
事
業
所
な
ど
の
経
営
者
や
管
理
職
の
方
、
市
職
員
の
管

理
職
な
ど
を
対
象
に
毎
年
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
当
日
は
、
講
師
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ

ン
東
北 

秋
田
理
事
の
林
一
輝
氏
か
ら
、
市
職
員
の
管
理
職
13

人
、
市
内
事
業
所
7
人
の
参
加
者
に
対
し
て
「
と
も
に
働
く
部

下
・
ス
タ
ッ
フ
と
の
良
好
な
関
係
構
築
を
目
指
す
ボ
ス
に
」、「
生

産
性
の
高
い
企
業
を

作
り
出
す
ボ
ス
に
」、

「
自
ら
も
人
生
を
楽

し
む
ボ
ス
に
」
の
３

点
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
開
催
後

に
は
、
イ
ク
ボ
ス
に

な
る
こ
と
を
公
に
誓

う
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を

行
い
、
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
に
向
け

た
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

台
湾
・
高
雄
富
邦
マ
ラ
ソ
ン

仙
北
市
派
遣
ラ
ン
ナ
ー
が

　
　
　
　
　
　
　
　
年
代
別
で
10
位
！

　

1
月
11
日
、

台
湾
高
雄
市
で
、

田
沢
湖
マ
ラ
ソ

ン
と
友
好
交
流

に
関
す
る
覚
書

を
締
結
し
て
い

る
「
高
雄
富
邦

マ
ラ
ソ
ン
」
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

交
流
事
業
の

一
環
と
し
て
、

田
沢
湖
マ
ラ
ソ

ン
参
加
者
の
う

写真左から兜森輝美さん、髙橋智子さん。

実
戦
空
手
道

　
　
　
　
武
心
会
の
寒
稽
古

　
1
月
11
日
、
実
戦
空
手
道
武
心
会
の
寒
稽
古
が

実
施
さ
れ
、
県
内
の
各
道
場
か
ら
多
く
の
門
下
生

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
角
館
武
道
館
を
出
発
し
、
神
明
社
ま

で
走
っ
て
移
動
。
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
社
殿
前
で

行
っ
た
奉
納
稽
古
で
は
「
せ
い
っ
」
と
気
合
い
を

込
め
た
突
き
や
受
け
な
ど
の
基
本
動
作
を
繰
り
返

し
、
武
道
に
向
き
合
う
気
持
ち
を
改
め
て
胸
に
刻

み
ま
し
た
。
続
く
お
祓
い
で
は
、
今
年
1
年
の
無

事
と
、
試
合
で
の
活
躍
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
稽
古
後
に
は
餅
つ
き
も
行
わ
れ
、
参
加

者
同
士
が
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
杵
を
振
る
い
、

出
来
立
て
の
餅
を
味
わ
い
ま
し
た
。
寒
稽
古
で

培
っ
た
心
身
の
充
実
と
と
も
に
、
交
流
を
深
め
る

ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

県
南
研
修
会
で
仙
北
市
の
地
域
学
校
協
働

活
動
の
取
組
み
を
発
表

　
11
月
27
日
、
県
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
「
地
域
学
校
協
働
活
動
推

進
員
・
地
域
連
携
担
当
者
教
職
員
等
研
修
会
」
で
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

が
あ
り
、「
仙
北
市
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
た
取
組
み
に
つ
い
て
」
が
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
高
く
評
価
さ
れ
、
県
南
地
区
の

教
職
員
な
ど
に
周
知
し
た
い
と
の
連
絡
を
受
け
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
の
発
表
者
は
、
西
明
寺
小
校
長
判
田
久
樹
氏
、
同
校
推
進
員
高

橋
新
子
氏
、
西
明
寺
中
推
進
員
門
脇
光
浩
氏
、
教
育
委
員
会
担
当
者
の

相
澤
克
彦
氏
、
照
井
美
久
氏
の
5
人
で
す
。
発
表
内
容
の
テ
ー
マ
が
「
つ

な
ぐ
」
だ
っ
た
の
で
、
運
営
協
議
会
で
出
た
学
校
課
題
を
、
地
域
の
方
々

や
関
係
機
関
、
協
働
活
動
関
係
者
が
学
校
と
つ
な
が
っ
て
解
決
し
た
事

例
が
中
心
で
す
。

　
西
明
寺
小
の
運
動
会
や
く
り
っ
こ
探
検
隊
、
西
明
寺
中
の
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
の
取
組
み
を
高
橋
氏
、
門
脇
氏
が
歴
史
を
含
め
て
詳
し
く
説
明

し
ま
し
た
。
各
市
町
村
か
ら

参
加
し
た
約
１
０
０
人
の

方
々
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
両
推
進
員
の
教

育
や
地
域
に
対
す
る
考
え
方
、

熱
意
に
胸
を
打
た
れ
た
と
い

う
感
想
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
校
の
取
組
み
が
地

域
と
つ
な
が
っ
て
進
め
ら
れ
、

子
ど
も
に
力
が
つ
い
て
い
る

こ
と
に
も
多
く
の
賞
賛
が
あ

り
ま
し
た
。

ち
仙
北
市
民
の
上
位
完
走
者
2
人
が
、
仙
北
市
の
派
遣
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
は
髙
橋
智
子
さ
ん
、
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
（
21
ｋ
ｍ
）
に
は
兜
森
輝
美
さ
ん
が
出
場
し
、
2
人
と

も
年
代
別
で
10
位
と
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
出
場
し
た
ラ
ン
ナ
ー

か
ら
は
、「
台
湾
の
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
と
も
交
流
が
で
き
、
と
て

も
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
」「
台
湾
の
皆
さ
ん
の
声

援
が
温
か
く
、『
田
沢
湖
、頑
張
れ
』
と
い
う
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
」

な
ど
、
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
田
口
市
長
が
ス
タ
ー

タ
ー
を
務
め
た
ほ
か
、
会
場
内
の
仙
北
市
ブ
ー
ス
で
は
田
沢
湖
マ
ラ

ソ
ン
の
紹
介
や
仙
北
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し

た
。

　
令
和
8
年
1
月
1
日
付
け
で
田
口

陽
三
さ
ん
（
再
任
：
田
沢
湖
生
保

内
）、
堀
井
英
和
さ
ん
（
新
任
：
角

館
町
川
原
）、
髙
階
栄
子
さ
ん
（
新

任
：
角
館
町
白
岩
）
に
人
権
擁
護

委
員
の
委
嘱
が
法
務
大
臣
よ
り
発

令
さ
れ
、
秋
田
地
方
法
務
局
大
曲

支
局
の
佐
藤
伊
左
夫
支
局
長
か

ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
黒

澤
福
子
さ
ん
（
退
任
、
角
館
町
山
谷

川
崎
）、
千
葉
悟
見
さ
ん
（
退
任
、
角

館
町
薗
田
）
に
同
大
臣
よ
り
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

人権擁護委員
委嘱状と感謝状を伝達

仙
北
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

初めまして !

地域おこし協力隊に

着任しました

長お
さ
む
ら
さ
え
き

村
冴
樹
さ
ん

　

仙
北
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
長
村
冴
樹
さ
ん
が
着
任
し
、
1
月

5
日
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
仙
北
市
で
は
こ
れ
ま
で
11
人
の

協
力
隊
員
を
受
入
れ
、
長
村
さ
ん
が
12
人
目
と
な
り
ま
す
。　
　
　
　

 

　
東
京
都
出
身
の
長
村
さ
ん
は
、
幼
少
期
か
ら
海
外
で
過
ご
し
た
の
ち
国
際
教

養
大
学
へ
進
学
し
、
秋
田
県
に
愛
着
を
持
ち
、
卒
業
後
も
秋
田
市
で
地
域
住
民

の
方
々
向
け
の
英
語
教
室
を
開
く
な
ど
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。 

大
学
在
学
中
か
ら
地
域
を
盛
り
上
げ
る
活
動
に
取
り
組
み
、
外
国
人
留
学
生
を
含

む
学
生
と
地
元
住
民
が
あ
た
た
か
く
交
流
で
き
る
場
所
作
り
を
積
極
的
に
行
い
、

繋
が
り
を
重
視
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な
ど
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。　
　
　
　

 

　

ま
た
、
音
楽
家
と
し
て
の
一
面
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の

楽
曲
を
制
作
す
る
中
で
、
秋
田
の
暮
ら
し
を
テ
ー
マ
と
し
た
曲
を
作

り
、
自
身
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
県
内
外
で
の
ラ
イ
ブ
で
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。 

秋
田
で
暮
ら
す
中
で
訪
れ
た
仙
北
市
の
自
然
や
地
元
の
方
々
に
魅
力
を
感
じ
、
海

外
生
活
で
培
っ
た
英
語
力
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
地
域
活
性
化
に
活
か

し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
協
力
隊
に
応
募
、 

「
仙
北
市
に
こ
れ
か
ら
も
っ
と
深
く
関
わ

り
つ
つ
、
そ
の
美
し
さ
を
知
っ
て
い
く

こ
と
が
楽
し
み
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
は
協
力
隊
と
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
含
む
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

と
仙
北
市
農
山
村
体
験
推
進
協
議
会
の
運

営
サ
ポ
ー
ト
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る

国
内
外
の
観
光
窓
口
と
し
て
着
地
型
旅
行

商
品
の
企
画
造
成
・
販
売
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。
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善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

西明寺小学校 6 年生から JA 秋田おばこを通じて
寄付金をいただきました

　西明寺小学校では、平成 23 年から JA 秋田おば
こ農協と連携した食育事業の一環としてネギの栽培
と販売を行っています。西明寺地区の佐藤一也さん
の畑を借り、今年は 6 年生 19 人が指導を受けなが
らネギ栽培に取り組みました。児童たちが丹精込め
て育てたネギは大きく成長し、仙北市産業祭で販売
され、来場者から好評を得ました。
　この売上金は、「市の防災に役立ててほしい」とい
う思いから市への寄付金として活用されており、今
年も12 月 16 日に西明寺小学校で贈呈式が行われ
ました。式では、児童代表の佐藤いろはさんと佐藤
駿人さんが JA 秋田おばこ農協・佐藤正治常務理事

に売上金を手渡し、その後、佐藤常務理事から赤上副
市長へと寄付金が贈呈されました。

株式会社ジーエスエフから企業版ふるさと納税

　1月 9 日、市役所角館庁舎で企業版ふるさと納税
目録贈呈式が行われました。
　当日の贈呈式では、仙北市が取り組んでいる「ヤ
マメ・サクラマスプロジェクト事業」に対し、株式会
社ジーエスエフよりご寄付いただき、同社の岩東光
男代表取締役社長から田口市長へ目録が手渡されま
した。

桜の保全のための寄付金をいただきました

　角館の観光行事実行委員会から令和 7 年度の角館の桜まつり期間中に実施した「桜の保全のための募金活動」
による寄付金をいただきました。
　寄付金は、桜の肥料や治療のための薬剤などに有効活用させていただきます。

桜
の
名
所
の
ほ
と
ん
ど
は
公
園
に
植
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
桜
で
、
角
館
の
よ
う
に
人
の
生
活

圏
が
そ
の
ま
ま
桜
の
名
所
と
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
ほ
か
に
な
い
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
桜
以
外
に
も
、
角
館

に
は
町
の
至
る
所
に
桜
が
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
昔
か
ら
桜
を
大
切
に
思
う
文
化
が
地
域
に

根
付
い
て
い
た
結
果
で
し
ょ
う
か
。
地
域
の
皆

さ
ま
か
ら
す
れ
ば
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
桜
が
あ

る
の
は
当
た
り
前
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は

全
国
的
に
は
珍
し
い
こ
と
な
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
昔
か
ら
地
域
の
中
で
桜
が
大

事
に
さ
れ
て
き
て
、
今
の
角
館
の
春
の
景
観

が
創
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
か
つ

て
な
い
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
っ
て
社
会
情

勢
が
大
き
く
変
化
し
、
人
と
桜
の
関
わ
り
方
も

変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で

庭
木
と
し
て
管
理
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
桜
が
放

置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
手
に
負
え
な
く

な
っ
た
こ
と
で
伐
採
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
て
い

ま
す
。
地
域
の
方
に
昔
の
話
を
聞
く
と
、
自
分

が
子
ど
も
の
頃
は
よ
く
桜
の
木
に
登
っ
て
遊
ん

で
い
た
と
か
、
桜
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
子
ど
も
が
外

で
遊
ぶ
機
会
も
減
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
お
そ
ら
く
、
桜
と
人
と
の
日
常
的
な
営
み

や
関
心
自
体
も
減
少
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　
そ
れ
で
も
や
は
り
、
春
に
な
り
暖
か
く
な
れ

ば
、
桜
の
開
花
を
今
か
今
か
と
待
ち
わ
び
る

よ
う
な
、
町
全
体
が
浮
き
立
つ
雰
囲
気
を
感
じ

ま
す
。
桜
の
お
花
見
は
、
紫
式
部
の
源
氏
物

語
（
１
０
０
８
年
）
で
も
表
現
さ
れ
て
い
る
の

で
、
１
０
０
０
年
以
上
日
本
の
人
々
の
中
で

　
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
文
化
財
課
の
技

師
で
樹
木
医
の
板
橋
朋
洋
で
す
。
角
館
の
サ
ク

ラ
の
文
化
財
指
定
50
周
年
を
記
念
し
て
、
広
報

せ
ん
ぼ
く
８
月
号
か
ら
隔
月
で
角
館
の
サ
ク
ラ

に
つ
い
て
連
載
し
て
き
ま
し
た
。
第
４
回
の
今

回
は
最
終
回
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
話
を
ま
と

め
ま
す
。

　
連
載
の
第
１
回
で
は
、
角
館
の
サ
ク
ラ
の
歴

史
に
つ
い
て
紹
介
し
、
第
2
回
、
第
3
回
で
は
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
健
康
状
態

や
管
理
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。
連

載
を
読
ん
で
い
た
だ
い
た
方
は
、
ど
の
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
か
？
す
で
に
知
っ
て
い
る
こ
と
も

沢
山
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
昔
か
ら
こ
の
地

域
に
住
ん
で
い
て
も
、
意
外
と
地
元
の
こ
と
を

知
ら
な
い
と
い
う
の
は
よ
く
あ
る
も
の
で
、
中

に
は
目
新
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
特
に
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
遺
す
た

め
に
積
極
的
に
剪
定
し
て
い
る
こ
と
や
、
武
家

屋
敷
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
が
直
面
し
て
い
る
危
機

的
状
況
に
つ
い
て
は
、
角
館
の
サ
ク
ラ
に
関
す

る
講
演
な
ど
で
話
を
す
る
と
驚
か
れ
る
こ
と
が

多
い
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
は
当
た
り

前
な
こ
と
で
も
、
周
り
か
ら
見
れ
ば
当
た
り
前

で
は
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
角
館
は
全
国
的

な
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
角

館
の
サ
ク
ラ
の
特
徴
の
１
つ
は
、
人
と
桜
の
距

離
の
近
さ
に
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
全
国
の

桜
と
人
の
営
み

仙北市文化財課
樹木医　板橋朋洋

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化
で
す
。
そ

れ
だ
け
、
日
本
人
に
と
っ
て
桜
の
お
花
見
は

春
の
風
物
詩
と
し
て
欠
か
せ
な
い
の
で
す
。

こ
の
角
館
と
い
う
町
で
こ
れ
か
ら
先
も
春
に

美
し
い
桜
花
を
楽
し
む
た
め
に
、
地
元
の
桜

に
対
し
て
関
心
を
も
っ
て
、
で
き
る
範
囲
で

剪
定
を
し
た
り
肥
料
を
入
れ
た
り
と
、
日
常

的
な
営
み
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
今
回
の
連
載
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
、

桜
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
関
心
を

も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
き
な
目
的
で
し
た
。

ス
ペ
ー
ス
の
都
合
も
あ
る
の
で
、
説
明
不
足

だ
っ
た
り
、
わ
か
り
に
く
い
こ
と
も
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
も
し
気
に
な
る
こ
と
や
も
っ

と
知
り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
文
化
財
課
（
☎

０
１
８
７
‐
43
‐
３
３
８
４
）
ま
で
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

参
考
文
献
：

「
サ
ク
ラ
の
文
化
誌
」

コ
ン
ス
タ
ン
ス
・
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・
カ
ー
カ
ー
、
メ
ア
リ
ー
・

ニ
ュ
ー
マ
ン
（
著
）

富
原
ま
さ
江
（
訳
）
原
書
房

第
4
回

宮城県仙台市出身。
角館の桜の保存管理業務などを担当。
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